
○岡田議長 次に、戸田議員。

〔戸田議員質問席へ〕

○戸 田議 員 会 派自 由 創政の 戸田 隆次 でござ いま す。よ ろし くお

願い いた します 。本 定 例会に 当た りま して、 大要 ５点質 問し てま

いり たい と思い ます 。 活発な 議論 をで きれば とい うふう に思 って

おります。

ち ょっ と順番 を変 え させて やっ てく ださい ませ 。市長 の政 治姿

勢に つい て、ま ず初 め に伺っ てお きた いと思 いま す。よ ろし いで

しょうか。

市 長は 、令和 ７年 度 当初予 算編 成方 針にお いて 、最小 限の 経費

で最 大の 効果を 上げ る として おら れま す。ま た、 さらに は限 られ

た財 源を 最大限 有効 活 用する とし てお ります が、 そこで 地域 経済

の活 性化 、子育 て支 援 、教育 環境 の整 備並び に防 災・減 災、 物価

対策 等に ついて の課 題 に必要 な財 源配 分をす るに は一層 の経 営合

理化 が求 められ ると 私 は思っ てお りま す。そ のた めには 継続 的、

固定 的で あるコ スト 削 減の観 点か ら借 地問題 を解 決する こと が最

重要 と思 慮して おり ま す。本 庁舎 の借 地問題 に係 る交渉 の進 捗状

況について、まず、伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 本 庁舎 の 借地問 題に 係る 交渉の 進捗 状況に つい てで

ござ いま すが、 これ ま でたび 重ね て買 取りの 交渉 を続け てき たと

ころ であ りまし て、 地 権者の 方に は真 摯にこ れに 対応を いた だい

てい ると こでご ざい ま して、 改め て感 謝を申 し上 げたい とい うふ

うに 思う わけで ござ い ますが 、こ のた び地権 者の 方から 一つ は貴

市、 これ は我々 本市 の ことを 表す んで すが、 貴市 の要望 を誠 実に



受け 止め るとと もに 、 本物件 を売 り渡 す場合 の要 望を貴 市に 申し

入れ てる という こと 、 それか ら２ 点目 といた しま しては 本物 件の

売渡 しに ついて 現時 点 で合意 に至 るも のでは ない が、貴 市及 び弊

社双 方が 誠意を 持っ て 可能な 条件 等を 検討し てる 段階に ある とい

う話 をい ただい たと こ ろでご ざい ます 。これ 受け て、感 想と いた

しま して は合意 に至 る 可能性 とい うも のが私 は十 分にあ ると いう

ふう に感 じてお りま す ので、 この 合意 に向け て引 き続き 条件 が整

い、 合意 形成と いう 運 びにな るよ うに 交渉を 続け てまい りた いと

考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 こ の本 庁 舎の借 地問 題に ついて は議 会でも いろ いろ

と議 論さ れてお ると こ でござ いま すが 、長年 の課 題であ りま した。

そう いう 観点か らい け ば、あ る程 度の 前進が 見ら れたの かな とい

うふ うに 私は理 解を し とると こで ござ います 。そ うした 中で 、や

はり この 問題に つい て は市民 も注 視し ており ます ので、 なお 一層

の努 力を 重ねら れて 、 ある程 度、 今、 市長さ んが おっし ゃっ たよ

うな 合意 形成に 向け て の段階 に至 れば という ふう に思っ とり ます

ので 、ひ とつさ らな る 御努力 をし てい ただき たい という ふう に感

じております。

次 に、 その他 の借 地 問題に つい ての 交渉経 過に ついて 伺っ てお

きたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 そ のほ か の借地 につ きま しても 、今 、関係 課が 一丸

とな って 交渉を 進め て いると こで ござ います 。今 年度に つき まし

ては 、交 渉の結 果、 地 権者に 御理 解を いただ き、 借地の 解消 のめ



どが 立っ た案件 が数 件 ござい ます 。今 後も借 地の 解消に 向け て鋭

意努力を進めていきたいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 あ る程 度 交渉経 過が 披露 された わけ ですけ ど、 ある

程度 解決 した部 分も あ るとい うこ とで ござい ます 。また これ は機

会が あり ますれ ば議 会 にも報 告を して いただ きた いとい うふ うに

思っ てお るとこ でご ざ います 。こ の借 地問題 につ いては 、固 定的、

継続 的な コスト 減の 観 点から いけ ば、 早期に 今の 解消を して いく

のが 私は 求めら れて お るとい うふ うに 思って おり ます。 引き 続き、

この 問題 につい て鋭 意 努力さ れて 、必 然的な 対応 してい ただ きま

すように、強くこれは求めておきたいというふうに思います。

次 に、 米子駅 目久 美 町線の 通称 名に ついて 伺っ てみた いと 思い

ます。

か ねて より議 会に お いて、 米子 駅南 側のに ぎわ い創出 に向 けた

機運 を高 める観 点か ら 、現在 工事 中で ありま す米 子駅目 久美 町線

につ いて 通称名 をつ け てはど うか とい うふう に私 はただ して おり

ますけども、その検討状況について伺っておきたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 御指 摘の 市道米 子駅 目久美 町線 でご

ざい ます が、こ の路 線 は米子 駅南 側の 新たな 玄関 口とも なる 道路

でご ざい ます。 これ ま ででご ざい ます けども 、歩 道の拡 幅工 事を

行っ てま いりま した 。 １月の 臨時 議会 でお認 めを いただ きま した

今年 度の 補正予 算と 加 えまし て、 今議 会にも 来年 度当初 予算 案と

いう こと で車道 部の 舗 装も含 めた 予算 を提案 して ござい ます 。こ

の予 算を お認め いた だ いた際 には 本年 １２月 頃に おけま す供 用開



始の めど が立っ たと こ ろでご ざい ます 。これ まで の検討 に際 しま

して は、 この供 用開 始 のタイ ミン グを 視野に 入れ ながら 、地 元の

皆様 方と 道路通 称名 の 設定で すと か、 あるい は周 辺の土 地利 用な

ど、 意見 交換を 重ね て まいり まし た。 その結 果、 せんだ って 通称

名に 係る 地元の 意向 の 最終確 認が 取れ た、そ うい う状況 でご ざい

ます。以上でございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 ほど の 答弁の 中で 供用 開始の タイ ミング を視 野に

入れ なが ら検討 を続 け てきた とい う御 答弁だ った かとい うふ うに

思い ます が、で は、 現 実的に ネー ミン グはど のよ うな対 応を 考え

ておりますか、その辺を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 実 際の ネ ーミン グで ござ います けれ ども、 地元 の御

意向 とい たしま して は 、市道 米子 駅目 久美町 線は 目久美 町地 内に

あり ます こと、 それ か らこの 目久 美を 平仮名 で書 きます と、 例え

ば天 の恵 みだと か恵 む とか恵 まれ ると か、い わゆ る恵み とい う意

味も 含ま れる、 それ が よいの では ない かとい うこ とをお っし ゃっ

てい らっ しゃい ます 。 道路の 名称 につ きまし ては 、それ をも って

めぐ み通 り、こ の「 め ぐみ」 を平 仮名 にした めぐ み通り とし たい

とい う御 意向を 伺い ま した。 本市 とい たしま して も、地 名と の親

和性 や分 かりや すさ 、 あるい は親 しみ やすさ など の点で ふさ わし

いネ ーミ ングだ とい う ふうに 考え てお りまし て、 新たに 整備 した

駅南 広場 からの 通り の 通称名 につ きま しては めぐ み通り とし たい

と考えております。

○岡田議長 戸田議員。



○戸 田議 員 こ の問 題 につい ては 令和 ５年の ９月 議会な り令 和６

年の １２ 月議会 にも 指 摘をし て、 要望 をして おっ たとこ ろで ござ

いま すけ ども、 よう や くめぐ み通 りと いうよ うな ネーミ ング がし

てい かれ るとい うふ う に伺い まし た。 中では 今の めぐみ 通り 、め

ぐみ とい うのは 今の い ろいろ な天 の恵 みとい うよ うなこ とも 中に

は含 まれ ておら れる よ うでご ざい ます ので、 これ は私は しっ かり

と了としていきたいなというふうに思います。

そ こで 今の米 子駅 南 側につ いて は、 先般の １２ 月議会 でも 質問

し て い き ま し た け れ ど も 、 こ れ か ら 今 の 建 蔽 率 も ６ ０ ％ か ら ８

０％ 、容 積率も ２０ ０ ％から ３０ ０％ に上げ て、 規制緩 和を して

いく んだ という ふう な 姿勢が 示さ れた ところ でご ざいま すが 、そ

の中 で、 やはり 南側 の 将来像 につ いて は改め て私 は伺っ てお きた

いと思いますが、よろしくお願いします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 米 子駅 南 側の将 来像 につ いてで ござ います が、 米子

駅南 側に つきま して は 、令和 ５年 度７ 月に完 成を しまし たが いな

ロー ドや 、ある いは 駅 南広場 に続 きま して市 道米 子駅目 久美 町線、

これ 、先 ほど御 質問 が あった めぐ み通 りのこ とで ござい ます けど

も、 また 米子ア リー ナ の整備 を進 めて いると こで ござい まし て、

これ らの 整備を 生か し ながら 駅前 のに ぎわい 創出 ですと か新 たな

民間 投資 を誘発 でき る よう、 駅南 広場 周辺の 準工 業地域 につ きま

して 建蔽 率と容 積率 を 本年４ 月中 に緩 和をす る予 定でご ざい ます。

現在 、駅 南広場 横の Ｊ Ｒ西日 本所 有の 土地に つき まして 公募 によ

る売 却手 続が進 めら れ ており まし て、 落札事 業者 への土 地の 引渡

しに 向け まして 残存 す る鉄道 施設 など の処理 が行 われて いる こと



から 、今 後、こ の規 制 緩和に より まし てホテ ルや 商業施 設な どの

進出 の動 きにつ なが れ ばと期 待し てる とこで ござ います 。ま た、

米子 駅南 側の局 所的 な にぎわ い創 出に とどま らず 、広く 南部 、場

合に よっ ては箕 蚊屋 方 面まで 含め て公 共交通 の充 実を含 め、 広域

的な 視点 で米子 駅南 側 の利便 性を 向上 させて いき たいと 考え てお

ります。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 あ る程 度 、壮大 な計 画を してお られ る、想 定を され

てお られ るとい うこ と でござ いま すの で、こ の内 容につ いて は実

施し てい ただき たい な という ふう に思 ってお ると こなん です が、

そこ で、 質問が 相前 後 します けど も、 ネーミ ング に当た って やは

り地 元の 関係者 並び に インバ ウン ド、 観光者 の方 々にも この めぐ

み通 りに ついて 親近 感 なり愛 着を 持っ ていた だく ような 、私 は施

策を して いく、 講ず べ きでは ない かと いうふ うに 思いま すが 、そ

の辺のとこはどのように検証されておられますか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 親近 感を 持っ ていた だく ための 取組 につ

いて でご ざいま すが 、 めぐみ 通り につ きまし ては 、これ は令 和５

年の ７月 でござ いま す が、沿 道と 歩道 の一部 を一 体的に 活用 でき

る制 度が 国交省 のほ う でござ いま す。 具体的 には 歩行者 利便 増進

道路 、い わゆる ほこ み ちとい うも ので ござい ます が、そ の指 定を

行っ たと ころで ござ い ます。 今進 めて おりま す工 事の完 了後 にお

きま して は、沿 道事 業 者です とか 、あ るいは 新た に出店 など 検討

され る方 が歩道 にベ ン チとか テー ブル などを 置い ていた だき なが

らこ の制 度を活 用し て いただ くこ とで にぎわ い創 出につ なが ると、



そう いっ たこと も想 定 をいた して いる ところ であ ります 。ま た、

駅南 広場 から今 、整 備 が進め られ てま す米子 アリ ーナへ の歩 行者

動線 とし ても、 これ は 重複す ると 言い ますか 活用 は可能 でご ざい

ます 。こ ういっ た点 な ども発 信を して まいり たい と考え てお りま

す。 こう いった こと を 組み合 わせ なが ら、積 み重 ねなが ら、 新た

に生 まれ る人流 を誘 導 しなが ら、 より 一層親 しみ を持っ ても らえ

るように取り組んでいきたいというふうに考えてございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 ほど 答 弁があ った よう に通称 ほこ みちの 指定 とか

いわ ゆる 今回も 通称 め ぐみと いう ネー ミング をさ れたん で、 これ

から いろ いろな 、様 々 な施策 を展 開し ていく とい うよう な形 でご

ざい ます けども 、や は り米子 駅南 北自 由通路 は供 用開始 にな って、

これ から 本当に 米子 駅 南側の にぎ わい 創出は 私は 需要課 題で ある

し、 喫緊 の課題 であ る という ふう に思 ってお りま す。先 ほど 市長

さん の答 弁があ りま し たけれ ども 、や はりそ うい うふう なに ぎわ

いの 創出 に向か って こ れから 様々 な施 策を展 開し ていた だく よう

に、強くこれは要望しておきたいというふうに思います。

次に、中海架橋の整備促進について伺ってみたいと思います。

中 海・ 宍道湖 ・大 山 圏域の 人口 規模 って今 、ど のよう な状 況な

のか、その辺のとこをまず伺っておきたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 御指 摘の 中海・ 宍道 湖・大 山圏 域全

体の 人口 でござ いま す が、令 和２ 年の 国勢調 査時 点での 数字 とい

たし まし て、６ ４万 3,１ ７ ５ 人 と な っ て ご ざ い ま す 。 以 上 で あり

ます。



○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 伺い ま した。 約６ ４万 人の人 口集 積をし てい ると

いう 状況 でござ いま す が、今 の中 海・ 宍道湖 ・大 山圏域 では 日本

海側 でい けば今 、新 潟 都市圏 域、 富山 都市圏 域で すか、 それ と金

沢圏 域に 次いで ４番 目 の人口 集積 、都 市形成 をな してお るわ けで

ござ いま すが、 そう い う中で 、こ の状 況を当 局と しては どの よう

に認 識さ れてお るの か 、その 辺を まず 伺って おき たいと 思い ます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 この 圏域 につ きまし ては 、古く から 盛ん

な交 流が 育まれ てき た エリア でも ござ いまし て、 県境を また ぐ形

で一 つの 圏域と して 発 展をし てき たと ころで ござ います 。こ のよ

うな 流れ をくむ 形で 、 議員御 指摘 のと おり、 現在 も日本 海側 で有

数の 人口 規模を 有す る と認識 をし てご ざいま す。 そうい った 状況

を踏 まえ まして 、本 市 といた しま して も、圏 域の さらな る連 携強

化、 一体 的な発 展を 目 指すた めに 同圏 域で市 長会 を構成 をい たし

まし て、 各種施 策に 取 り組ん でい ると ころで ござ います 。以 上で

あります。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 答 弁の 中 で、本 市と して も圏域 の連 携強化 とさ らな

る一 体的 な発展 を目 指 すとい うよ うな 答弁の 中身 であっ たん でな

い か な と い う ふ う に 今 、 理 解 す る わ け で す け れ ど も 、 や は り 中

海・ 宍道 湖・大 山圏 域 の活性 化並 びに 人流、 物流 の観点 、円 滑化、

産業 ・観 光振興 並び に 輸送道 路と して の役割 を私 は機能 充実 をし

てい かな ければ なら な いとい うふ うに 思って おる わけで すけ ども、

そう いう ふうな 観点 か ら中海 架橋 は必 要であ ろう という ふう に私、



思っております。その辺の見解、どうでしょうか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 中海 架橋 につ いてで ござ います が、 議員

御指 摘の とおり 、物 流 など経 済活 動は もちろ んで ござい ます 。観

光、 さら には災 害時 の 避難・ 輸送 路と しての 機能 も期待 され てい

る道 路で ありま す。 私 どもと いた しま しても 、圏 域のさ らな る活

性化 、発 展のた め、 重 要な道 路ネ ット ワーク であ るとい うふ うに

認識をしてございます。以上であります。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 重 要な 道 路のネ ット ワー クであ ると いう答 弁で ござ

いま した 。私も そう い うふう に理 解を しとる んで すけれ ども 、な

かな かこ の事業 が進 ま ないと いう には 今、あ るわ けでご ざい ます

が、 そう した中 で、 か ねてよ り中 海架 橋の建 設連 絡協議 会が 設置

され て、 この問 題に つ いては 議論 をさ れてる よう に伺っ てお るわ

けで すが 、その 事務 の 進捗状 況に つい て、現 在の 状況に つい て伺

っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 中海架 橋建 設連 絡協議 会に ついて でご ざい

ます が、 平成６ 年か ら 毎年開 催さ れて おりま した が、平 成１ ３年

度以 降は 中断さ れて い る状況 にご ざい ます。 事務 の進捗 を図 るた

めに も、 まず、 中海 架 橋建設 連絡 協議 会を再 開す る必要 があ るこ

とか ら、 毎年、 鳥取 、 島根両 県に 対し まして 、本 市及び 安来 市よ

り協 議の 再開の 要望 を 行って おり ます ところ です けれど も、 再開

には至っておりません。以上です。

○岡田議長 戸田議員。



○戸 田議 員 平 成１ ３ 年から この 協議 会は開 催さ れてお られ ない

とい うよ うな答 弁で ご ざいま した けれ ども、 関連 ですけ ど、 答え

られ たら いいで す、 そ の要因 はど のよ うに分 析さ れてお られ ます

か。

○岡田議長 いいですか。

伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 特に島 根県 のほ うでご ざい ますけ れど も、

山陰 道の ミッシ ング リ ンク、 そち らの ほうに 重き を置か れて おら

れる とい う話を 伺っ て おりま して 、な かなか 島根 県のほ うは 乗っ

てこ ない という 状況 が うかが える とこ ろでご ざい ます。 以上 です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 島 根県 側 にそう いう よう なテー ブル になか なか つき

にく いと いう背 景が あ るのか なと 推察 するわ けで すけれ ども 、そ

うし た中 で、や はり 米 子－境 港間 の高 規格道 路に ついて はど んど

ん進 んで 、私も これ は 大歓迎 なん です けれど も、 しかし 、一 方、

この 中海 架橋の 事務 と いうの は私 は停 滞感が 否め ない、 停滞 しと

ると いう ふうに 思う わ けです けど も、 その置 き去 り感が すご く私

は感 じる わけで すが 、 その辺 のと こ、 当局は どの ように 見解 をお

持ちですか。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 米子－ 境港 間の 高規格 道路 につき まし ては、

本市 と境 港市を 結ぶ と ともに 、全 国の 高速道 路網 、国幹 道路 の一

部と なる 道路ネ ット ワ ークを 形成 する 道路で ござ いまし て、 また

一方 、中 海架橋 につ き まして は、 本市 と安来 市の 都市間 を結 ぶ道

路で ある と認識 しと る とこで ござ いま す。そ れぞ れ重要 な道 路と



して 認識 してお ると こ ろでご ざい ます が、機 能や 目的が 異な る道

路と いう ことで 考え て ござい ます 。現 在は米 子－ 境港間 の高 規格

道路 の議 論が進 んで お るとこ ろで ござ います が、 中海架 橋に つき

まし ては 、まず 、中 海 架橋建 設連 絡協 議会が 再開 される こと が必

要で ござ いまし て、 鳥 取、島 根両 県に 働きか けて いきた いと 思っ

ておるところでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 答 弁を ず っと伺 いま すと 、当局 もこ の中海 架橋 の必

要性 はす ごく思 って お られる 。し かし ながら 、そ の事務 は進 まな

い。 それ は島根 県の 事 情、背 景が ある ようだ とい うよう な形 なん

です けれ ども、 やは り 今の交 通ネ ット ワーク とし ても必 要で ある

し、 先ほ どから 私も 申 し上げ てま す、 人流、 物流 の観点 並び に避

難道 路の 有効性 とい う ふうな 観点 から いけば 、こ の中海 架橋 、私

は必 要不 可欠だ とい う ふうに 思っ てお るわけ です が、そ のほ うの

とこ ろで 、今の 進ま な い要因 を今 、披 瀝され たん ですけ ども 、必

要性 だと いうこ とを も っとア ピー ルを して、 この 事務を 私は 進め

てい くべ きでは ない か と思い ます が、 その辺 のと こ、ど のよ うに

感じておられますか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 必 要性 に つきま して 、や はり渋 滞緩 和です とか 、あ

るい は物 流、人 流の 円 滑化、 産業 振興 、ある いは 観光振 興な どの

効果 と併 せまし て、 議 員御指 摘の とお り、災 害発 生時の 避難 路と

して の役 割、そ して 物 資の輸 送路 とし ての機 能、 こうし たも のが

期待 され るわけ でご ざ いまし て、 我々 本市と いた しまし ては 重要

な路線であるというふうに認識をしております。



○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ち ょっ と 視点を 変え ます けれど も、 この中 海架 橋建

設連 絡協 議会の ほか に 米子市 と安 来市 との連 絡会 、いわ ゆる 勉強

会の 組織 ですか 、そ う いうふ うな もの があっ たと いうふ うに 私は

理解しておりますけど、その活動状況はどのような状況ですか。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 米子市 と安 来市 の連絡 会で ござい ます が、

平成 ２１ 年度か ら毎 年 、事務 レベ ルで の協議 を行 ってお りま して、

意見 交換 や情報 共有 を 行って おる とこ ろでご ざい ます。 今年 度に

つき まし ても、 先月 、 ２月に 行っ たと ころで ござ いまし て、 その

中で 、中 海架橋 建設 連 絡協議 会の 再開 につき まし て、鳥 取、 島根

両県 知事 に対し まし て 継続し て働 きか けてい くこ とを確 認し てい

るところでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 本 事務 の 推進に 当た って は、先 ほど もあり まし たよ

うに 、連 絡協議 会と い うのが 設置 され ておっ て、 そこで 事務 を進

めて いく んだと いう ふ うに私 は理 解し ておる んで すけど も、 先ほ

ど答 弁が あった かと 思 います けれ ども 、この 開催 状況に つい ては

現状 、ど うなん でし ょ うか、 その 辺の とこ伺 って おきた いと 思い

ます。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 中海架 橋建 設連 絡協議 会は 平成６ 年に 設立

され たと 申し上 げま し たけど も、 平成 １３年 まで 両市、 両県 、事

務レ ベル による 幹事 会 を毎年 開催 いた しまし て、 計６回 検討 協議

等が 行わ れてい た状 況 でござ いま す。 平成１ ３年 度以降 は山 陰道



開通 によ る周辺 道路 の 交通量 の変 化や 国、県 の財 政支出 の実 現化

の懸 念等 から緊 急性 、 必要性 を再 度検 討する 必要 がある とさ れ、

連絡 協議 会の開 催が 一 時中断 され てお り、現 在ま で再開 には 至っ

ていない状況でございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 １ ３年 以 降は開 催さ れて おらな いと いう状 況下 なん

です けど も、こ れも 関 連なん です けど 、その 辺の 状況、 先ほ ど答

弁が あっ たよう に、 島 根県の テー ブル になか なか つきに くい 背景

があ ると いう理 解な ん ですけ ど、 あれ 、私は １３ 年から 約、 もう

二十 何年 間、こ の連 絡 協議会 が開 催さ れてい ない という のは いか

がな もの かと私 、思 い ますよ 。や はり 市民も 安来 市と米 子市 と、

そう いう 連絡会 があ り ながら 、働 きか けてい くと いう答 弁の 繰り

返し なん ですけ れど も 、もう ちょ っと プッシ ュを 強くし て、 この

連絡 協議 会を開 催す べ きと私 は思 うん ですが 、市 長さん 、そ の辺

のとこはどうなんでしょうか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 ち ょっ と これま での やり 方をど うい うふう に変 えて

いく のか という 御質 問 かと思 いま す。 これま でも たび重 ねて 両県

知事 には 要望、 要請 は 出して きた とこ ろでご ざい ますし 、ま た鳥

取県 の平 井知事 にお か れては この 課題 に対し まし ては積 極的 に何

度か 動か れた過 去が あ ったと いう ふう に認識 をし ており ます 。や

はり そこ は島根 県側 の 特に西 部エ リア の山陰 道の ミッシ ング リン

クの 解消 という のを 優 先した いと いう 御意向 が非 常に大 きい のだ

ろう なと いうふ うに 認 識はし てご ざい ます。 この 中海架 橋の 事業

を推 進す るため の中 海 架橋建 設連 絡協 議会の 開催 、まず はこ れが



必要 であ ろうと いう ふ うに考 えて おり ますの で、 引き続 き鳥 取、

島根 の両 県に対 して 要 望はし てい きた いとい うふ うに考 えて おり

ます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 に答 弁 いただ きま した けど、 やは り中海 架橋 建設

連絡 協議 会、や っぱ り これは すご く開 催はさ れて ない、 約３ ０年

間近 くも 開催さ れて な い、私 はい かが なもの かな と思っ てお りま

す。 私た ちも議 員連 盟 を立ち 上げ て、 その活 動に 一生懸 命尽 力を

しと るわ けです けど も 、まず その 連絡 協議会 を動 かすこ とが 私は

最優 先課 題であ ろう と いうふ うに 認識 してお りま す。も っと 、先

ほど も市 長さん から 答 弁があ りま した ように 、や はりこ の中 海架

橋と いう のは人 流、 物 流並び に避 難道 路、今 、原 発の問 題も いろ

いろ と議 論、多 角的 に しとる わけ です けれど も、 今、台 風災 害と

か、 そう いうふ うな 避 難道路 にも 大き く寄与 する んでは ない かな

と私 は理 解をし てお る とこな んで すが 、今、 答弁 が繰り 返し にな

って おり ますけ れど も 、もっ と前 向き に両県 知事 に対し て積 極的

にア ピー ルなり プッ シ ュをし てい ただ ければ とい うふう に私 は思

って おり ます。 市長 さ んも事 ある ごと にそう いう ふうな プッ シュ

をさ れて おられ ると い うふう に私 は理 解して おり ますけ ども 、さ

らな るそ ういう ふう な 開催に 向け ての 誘導を 私は 図って いた だけ

ればというふうに、これは強く要望しておきたいと思います。

次 に、 道の駅 につ い て質問 して まい りたい とい うふう に思 いま

す。

鳥 取県 内にお ける 道 の駅の 整備 状況 につい て、 まず伺 って おき

たいと思います。



○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 鳥取県 内の 道の 駅は１ ７施 設ござ いま して、

その うち １６施 設が 稼 働中で ござ いま す。山 陰自 動車道 北条 道路

沿い に位 置いた しま す 北栄町 の「 道の 駅北条 公園 」につ きま して

は現 在、 再整備 に伴 い 休業中 で、 令和 ７年４ 月下 旬に再 オー プン

の予定と伺っておるところでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 約 １７ 駅 ですか 、１ ７の 施設が 県内 には存 在を して

おる とい う答弁 でご ざ いまし たが 、そ こで米 子－ 境港間 の高 速道

路、 先ほ ども触 れま し たけれ ども 、こ れは大 歓迎 で、ど うし ても

やっ てい ただか ない と いけな い事 業だ と私は 認識 してお りま すが、

そう いう 中で、 一方 、 やはり 本市 が素 通り感 があ るんで はな いか

とい う私 は提言 をし て おるわ けで すが 、その 辺の ところ 、ど のよ

うに分析されておられますか、伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 観光な どで 米子 を訪れ た方 が本市 を素 通り

しな いよ うな施 策は 重 要であ ると 考え ておる とこ ろでご ざい ます。

今後 、高 規格道 路の 事 業化へ 進展 する 際には 新た な道路 ネッ トワ

ーク によ る人流 、物 流 の変化 も想 定し ながら 、イ ンター チェ ンジ

周辺 の土 地の利 活用 を はじめ とす る本 市全体 の振 興策を 検討 する

ことが必要であると考えておるところでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 答 弁の 中 で新た な道 路ネ ットワ ーク による 人流 、物

流の 変化 を想定 して い くんだ とい うふ うな御 答弁 でなか った かな

とい うふ うに思 いま す が、そ うい う中 で、私 はや はりそ うい うふ



うな 素通 り感を 払拭 す るよう な施 策を これか ら講 じてい かな けれ

ばな らな いなと いう ふ うには 思っ とる わけな んで すが、 そう した

中で 、本 市の観 光地 、 例えば 米子 城跡 並びに 彫刻 ロード とか 、そ

うい うふ うなと ころ に 観光し てい ただ いて、 米子 市内の ホテ ルに

宿泊 して いただ く、 ひ いては 今の 皆生 温泉に 宿泊 してい ただ くと

いう よう な、私 は仕 掛 けづく りが 必要 でなか ろう かとい うふ うに

思い ます が、そ の辺 の ところ はど のよ うに分 析さ れてお られ ます

か。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本市は 、現 在、 皆生温 泉の 明かり や海 岸遊

歩道 の空 間整備 など の まちづ くり 、米 子城跡 の三 の丸広 場や 登城

路の 整備 などを 進め 、 現在の 観光 資源 の魅力 向上 に取り 組ん でご

ざい ます 。本市 の魅 力 を旅に 出る 前の 来訪者 へ向 けての 情報 発信、

そし て誘 客を図 り、 皆 生温泉 や米 子駅 周辺な どへ の宿泊 につ なげ

る取 組を 進めて おる と こでご ざい ます 。今後 、高 規格道 路の 事業

化に 併せ 、イン ター チ ェンジ 周辺 の土 地の利 活用 をはじ めと する

本市 全体 の振興 策を 検 討する 中で 、道 の駅の 整備 につき まし ても

振興 策の 一つと して 検 討する こと にな ると考 えて ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 旅 に出 る 前の来 訪者 へ情 報発信 し、 誘客を 図り 、皆

生温 泉や 米子駅 周辺 な どの宿 泊に つな げてい くん だとい う御 答弁

の内 容だ ったと 思い ま すが、 私は 今現 在、そ うい う施策 は弱 いと

いう ふう に感じ てお り ます。 やは り本 市の魅 力ア ップを もっ と図

られ て、 今の観 光客 に 対して も米 子市 のアピ ール をもっ と潜 在化



させ て、 私、し てい く 必要が ある とい うふう に思 います が、 米子

城跡 、先 ほどあ りま し た水鳥 公園 、彫 刻ロー ド、 そうい うの を本

当に 対外 的にも っと も っとＰ Ｒす べき だと思 いま すよ。 その 辺の

とこ ろで 、本市 の魅 力 アップ を図 ると いうよ うな 施策は どの よう

に講 じて おられ ます か 、その 辺の とこ ろを伺 って おきた いと 思い

ます。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 先ほど 御答 弁さ せてい ただ きまし た皆 生温

泉や 米子 城跡の 環境 整 備に加 えま して 、今後 です けれど も、 和文

化体 験や 食など を観 光 客の皆 様に 楽し んでい ただ けるよ う、 民間

事業 者の 観光コ ンテ ン ツ造成 や磨 き上 げへの 支援 、そし てそ れら

の情 報発 信を行 いま し て、そ うい った 取組を 通じ 、本市 の新 たな

魅力 創出 や誘客 促進 を 図るこ とと して ござい ます 。本市 へ観 光誘

客を 図る ために は、 議 員から の御 指摘 をいた だき ました とお り、

魅力 の向 上が必 要で あ り、引 き続 き観 光客の 満足 度を高 める 環境

整備 や観 光資源 の磨 き 上げな どに 努め ながら 、本 市を周 遊し てい

ただ くル ートの ＰＲ と いった 仕掛 けに よりま して 、滞在 時間 の延

長や 宿泊 日数を 上げ て いきた いと の考 えでご ざい ます。 以上 です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 答 弁が あ ったん です が、 私、今 の聞 き取り のと きに

議論 をし たんで すけ れ ども、 コン テン ツを造 成し ていく んだ とい

うふ うな 先ほど 御答 弁 があっ たん です が、ど のよ うなコ ンテ ンツ

を考 えて おられ るん で すか、 その 辺の ところ 答え られれ ば答 えて

いただきたいと思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。



○石 田文 化観光 局長 先ほど 御答 弁さ せてい ただ きまし たと おり、

具体 的な という より は 民間事 業者 のお 考えの 部分 を御支 援し てい

きた いと いうよ うな と ころで 、そ の民 間事業 者と の意見 交換 の中

で先 ほど お伝え した よ うな和 文化 を体 験して いた だくよ うな もの、

それ と併 せてや はり 旅 に出て いた だく ときに 楽し んでい ただ くも

のが 食が 一つ、 なる で はない かと いう ことで 、飲 食店へ の支 援と

いう とこ ろをつ なげ て いきた いと いう ふうに 考え ている とこ ろで

ございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 こ の聞 き 取りの 中で いろ いろと 議論 があっ たん です

けど も、 いわゆ るコ ン テンツ 、い ろい ろとこ の議 会でも 議論 があ

った んで すけど も、 サ バしゃ ぶと か牛 骨ラー メン 、パフ ェを 売り

込ん でい る、米 子市 の 観光者 に対 して の売出 しを してい くん だと

いう よう な答弁 があ っ たんで すけ ど、 私はそ れも 大事な こと 、従

来か ら引 き継い でい く ことは 大事 であ ろうと いう ふうに 理解 して

おる んで すけど も、 や はり新 たな コン テンツ を見 いだし てい くの

も一 つ、 私たち には 求 められ てい るん ではな いか という ふう に聞

き取 りの 中で議 論さ せ ていた だき まし た。や はり そうい うふ うな

姿勢 が問 われて いる ん ではな いか な、 私はそ うい うふう な観 点も

持ち 合わ せて、 これ か らそう いう ふう なコン テン ツの魅 力ア ップ

に資 する ような 具体 的 なもの も今 後取 り組ん でい ただき たい と思

って おる とこで ござ い ます。 これ 、答 弁は要 りま せんけ れど も、

そういうふうな考え方を私は持っております。

そ うし た中で 、道 の 駅にお いて は、 地元の 農産 物の販 売等 につ

いて も大 きく寄 与し て おると いう よう に私は 各道 の駅の 経営 者か



らも 仄聞 するわ けで す けれど も、 第一 次産業 の活 性化の 観点 から

いけ ば、 道の駅 を整 備 して、 農産 物の 販売に つい ても大 きく 貢献

をし てい くんだ とい う 私はス タン スで おりま すけ ども、 その 辺の

ところはどのように考えておられますか。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 他市に おい て、 道の駅 を整 備し、 その 一部

を農 産物 の直売 所と し て利用 され てい る事例 が多 くある こと は承

知し てお るとこ ろで ご ざいま す。 第一 次産業 の活 性化促 進に つい

ても 重要 な施策 であ る ことは 認識 して いると ころ でござ いま す。

今後 、高 規格道 路の 事 業化と 併せ て、 本市全 体の 振興策 とし て検

討さ れる ものと して 考 えてお りま す。 その際 、道 の駅の 整備 につ

きま して は、振 興策 の 一つと して 検討 される もの と考え てお ると

ころでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 振 興策 の 一つと して 検討 される とい うよう な答 弁が

あっ たん ですけ ど、 こ れまた 後ほ ど市 長さん とも 議論を した いん

です が、 道の駅 西い な ば気楽 里に つい て、私 は現 地にも 出向 き、

いろ いろ と調整 をし て みまし たけ れど も、こ の気 楽里は 敷地 面積

が約 １万 9,０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 、 総 事 業 費 １ ８ 億 円、合 併特 例債

を活 用し たとい うふ う に伺っ てお るん ですが 、建 物は約 1,６ ０ ０

平 方 メ ー ト ル 、 そ の 中 で レ ス トラ ン、 トイレ 、コ ンビニ エン スス

トア 、あ とは備 蓄倉 庫 、それ と足 湯と いうの が整 備され て、 結構

活性 化を してお った と いうふ うに 私は 理解し てお ります 。そ うし

た中 で、 やはり こう い うふう な観 光客 の誘導 と地 元の活 性化 の観

点か らい けば、 この 気 楽里を モデ ルと したよ うな 道の駅 を想 定す



べき でな いかな とい う ふうに 私は 理解 してお りま すが、 その 辺の

とこ ろは どのよ うに 考 えてお られ ます か、伺 って おきた いと 思い

ます。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 観光客 の誘 導や 地場産 業の 活性化 の発 展は

本市 とし ても重 要な 取 組とし て認 識し ており まし て、今 後、 高規

格道 路の 事業化 と併 せ て本市 全体 の振 興策と して 検討さ れる もの

と考 えて おると ころ で ござい ます 。そ の際、 道の 駅の整 備に つき

まし ては 振興策 の一 つ として 検討 され るもの とし て考え てお ると

ころ でご ざいま す。 道 の駅西 いな ば気 楽里は 、中 心市街 地を 離れ

た郊 外に おける 道の 駅 の整備 の事 例の 一つと して 参考に なる もの

として考えておるところでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ こで 気 楽里の 事例 を披 露させ てい ただい て、 答弁

をい ただ いたん です が 、そう した 中で 、今の 視点 を変え ます と、

米子 イン ター周 辺に つ いては 今、 開発 がすご く進 んでま して 、目

まぐ るし く変貌 をし て おりま す。 そう した中 で、 隣接の 村の とこ

の開 発が すごく 進ん で 、地区 計画 です かね、 それ が進ん で、 いろ

いろ な企 業が進 出し て おるわ けで ござ います けれ ども、 そう いう

ふう な都 市間競 争に 打 ち勝つ ため には こうい う道 の駅を 起爆 剤と

して 取り 組むべ きで あ ろうか とい うふ うに思 いま すが、 その 辺の

見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘のと おり 、米 子イン ター 周辺に つき まし

ては 、山 陰道と 、そ れ から米 子道 の結 節点で あり ますの で、 交通



面か ら見 まして も好 立 地であ りま して 、近隣 には 既に民 間の 大規

模な お土 産の販 売施 設 ですと か、 ある いは商 業施 設、そ して コン

ビニ エン ススト アな ど がござ いま す。 また、 産業 用地と して の利

用も 進ん でおり まし て 、今後 もニ ーズ が高く なる ものと 考え てお

りま す。 今後、 米子 － 境港間 の高 規格 道路が 事業 化へ進 展す る際

に他 市の インタ ーチ ェ ンジ周 辺の 状況 なども 参考 にしつ つ、 米子

イン ター チェン ジ周 辺 の土地 の利 活用 をはじ めと する本 市全 体の

振興 策、 これを 検討 し ていく こと が必 要であ ると 、その よう に考

えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ うい う ふうな 振興 策を 取り組 んで いくん だと いう

ふう な形 、検討 しま す という こと なん ですけ ども 、そこ でや はり

私は 米子 －境港 間、 先 ほどぐ らい から ずっと 申し 上げて おり ます

よう に、 これは 必ず や ってい ただ かな いとい けな い事業 であ りま

すし 、あ る程度 具現 化 が進ん でき たの かなと いう ところ で大 変喜

んで おる ところ でご ざ います が、 そう いう中 で、 やはり 先ほ ど来

から 申し 上げて おり ま すよう に、 その 事業が 完成 すれば 、本 市が

素通 り感 が感じ られ る のでは ない かと いうふ うに 私は理 解し とる

わけ です けれど も、 そ ういう 中で 、改 めて道 の駅 を整備 され て、

今の 対策 を講ず べき で ないか と思 いま すが、 市長 さんの 見解 を伺

っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 今 後、 米 子－境 港間 の高 規格道 路が 事業化 へ進 展す

る際 には 高規格 道路 の 事業化 と併 せま して新 たな 道路ネ ット ワー

クに よる 人流、 物流 の 変化、 これ もい ろいろ と想 定をし なが ら、



イン ター チェン ジ周 辺 の土地 の利 活用 をはじ めと する本 市全 体の

振興 策を 検討す るこ と が必要 であ ると 、その よう に考え てお りま

す。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 前 向き な 答弁い ただ きま したけ ど、 くどく なり ます

けれ ども 、やは り本 市 の素通 り感 は払 拭すべ く方 策を私 は講 じて

いか なけ ればな らな い 、そう いう よう な観点 から いけば 、多 角的

に、 多種 的な方 策を 私 は改め て講 ずべ きとい うふ うに思 いま すが、

改めて市長さんの見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 や はり 米 子をい かに 目的 地にし ても らえる かと いう

こと が重 要だと いう ふ うに考 えて ござ います 。そ のため にも 、市

内観 光地 への誘 導や リ ピータ ーを 増や す取組 など 、こう した もの

も併 せて やって いか な ければ なら ない と感じ てお ります 。道 の駅

につ きま しては 、今 後 、高規 格道 路の 事業化 と併 せまし て、 イン

ター チェ ンジ周 辺の 土 地の利 活用 をは じめと する 本市全 体の 振興

策を 検討 する中 で振 興 策の一 つと して 検討す るこ とにな るも のと

考えてございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 の米 子 －境港 間の 高速 道路は 整備 されて いく 。そ

の中 で、 一方、 やっ ぱ り素通 り感 は払 拭せね ばな りませ んの で、

多種 多様 的な方 策を 私 は今後 講じ てい ただき たい 、この 辺の とこ

ろを強く要望して、この質問は終わりたいと思います。

次 に、 ３歳未 満児 の 保育料 の無 償化 につい て議 論して みた いと

いうふうに思います。



保 育料 の体系 、国 ・ 県の動 向に つい て、ま ず、 伺って おき たい

と思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 保育 料の 体系 、国・ 県の 動向に つい てで

ござ いま すが、 国の 制 度にお きま して 、３歳 児以 上の子 ども の保

育料 は無 償化と なっ て おり、 また ３歳 児未満 の子 どもに つき まし

ては 基本 的には 保育 料 がかか りま すが 、住民 税非 課税世 帯に つき

まし ては 無償化 とな っ ており ます 。加 えまし て、 住民税 課税 世帯

につ きま しても 、同 一 世帯の 複数 の子 どもが 同時 に在園 する 場合

の第 ３子 以降は 無償 、 第２子 は２ 分の １にす るな どの減 免が 行わ

れて おり ます。 県及 び 本市で は、 国の 制度よ りも 多子世 帯に 対し

まし てさ らに軽 減を 図 ってお り、 同時 在園か どう かに関 係な く、

第３ 子以 降の保 育料 を 無償化 、ま た低 所得世 帯で 同時在 園の 場合

の第２子につきましても無償化しております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 答 弁の 中 で、多 子世 帯に ついて は国 の制度 より も手

厚い補助を行っておるというふうな理解でよろしいでしょうか。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬尻こども総本部長 はい、おっしゃるとおりでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 聞 き取 り のとき にこ れも 議論し たん ですが 、そ の内

容と いう のは先 ほど 答 弁され た内 容と 理解し てよ ろしい でし ょう

か。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 はい 、先 ほど 、議員 おっ しゃり ます とお



り、答弁した内容と考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 国 の第 ２ 、第３ 子以 降は 、第２ 子は ２分の １に する

など の減 免が行 われ て る、国 の制 度よ りも多 子世 帯に対 して さら

に低 減化 を行っ てお る という よう な内 容だっ たと 思いま すが 、そ

の辺 でま た議論 した い と思い ます が、 本市に おけ る３歳 未満 のお

子さ んの 人数は どれ ぐ らいで すか 、そ の辺、 伺っ ておき たい と思

います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 市内 の３ 歳児 未満の 人数 につい てで ござ

いますが、令和５年度末時点で 4,３７９人でございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 4,３ ７ ９ 人 と い う こ と で ご ざ い ま す け ども 、今 、在

園し てる ３歳未 満児 の 方々の 無償 化を した場 合に はどれ だけ の財

源が必要でしょうか、その辺のとこ、想定されておられますか。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 ３歳 児未 満を 無償化 にし た場合 の費 用に

つい てで ござい ます が 、令和 ５年 度の 在園児 の利 用者負 担額 の実

績から算定いたしますと、年間約４億円となります。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 の３ 歳 未満児 を無 償化 した場 合、 約４億 円を 要す

ると いう 、見込 まれ る という こと なん ですが 、そ こで今 の子 を産

み、 育ん でいた だく 少 子化対 策か ら考 えれば 、ま た物価 高騰 によ

る負 担軽 減の観 点か ら 保育料 を無 償化 すると いう お考え はな いで

すか、その辺のとこ伺っておきたいと思います。



○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 保育 料の 無償 化につ いて でござ いま すが、

保育 料に つきま して は 所得に 応じ た応 分の負 担を するも ので ござ

いま して 、保育 料の 軽 減につ きま して は基本 的に は国の 責任 にお

きま して 全国的 に実 施 される べき もの である と考 えてお りま す。

その 考え を基本 とし つ つ、本 市で は令 和元年 に３ 歳児以 上の 保育

料が 無償 化とな った 際 にその 無償 化と なった 状況 や県内 他市 の保

育料 の状 況など を勘 案 いたし まし て、 ３歳児 未満 の保育 料の 額に

つき まし て見直 しを 行 い、負 担軽 減を 図った とこ ろでご ざい ます。

また 、第 ３子以 降の 完 全無償 化な ど、 多子世 帯に 対しま して 県・

市で は国 の制度 より も さらに 負担 軽減 を図っ てい るとこ ろで ござ

いま す。 一方で 、現 状 におき まし て３ 歳児未 満を 無償化 した 場合

には 入園 希望に 対し 保 育の受 皿、 保育 士の確 保が 追いつ かな いこ

とが 想定 される こと 、 また多 額の 財源 を要す るこ とから 、３ 歳児

未満 への さらな る保 育 料の無 償化 につ きまし ては 現時点 では 考え

ておりません。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ち ょっ と 視点を 変え ます けれど も、 ふるさ と納 税基

金の 現在 高は幾 らぐ ら いでし ょう か、 そこを 伺っ ておき たい と思

います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 令 和 ５年度 末で 申し 上げま すと 約３２ 億 3,５ ０

０ 万 円 、 同 じ く 令 和 ６ 年 度 末 、 こ れは 見込み でご ざいま すけ れど

も、約３８億円と見込んでいるところでございます。

○岡田議長 戸田議員。



○戸 田議 員 約 ３８ 億 円の基 金が 積み 上がっ てお るとい うよ うな

状況 でご ざいま すが 、 先ほど 来か ら答 弁があ りま したよ うに 、３

歳以 上の 無償化 にな っ たとき には 独自 的な施 策で 国・県 より も手

厚い 、手 厚いと いう 制 度を設 けた とい うふう な答 弁であ った いう

ふう に思 います が、 そ こでふ るさ と納 税基金 を活 用して 時限 的に、

時限 的に いいま すか 、 ふるさ と納 税基 金を時 限的 に保育 料の 無償

化に 充当 すると いう よ うな施 策は 考え られま せん か、そ の辺 のと

ころ伺っておきたいと思います。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 が い なよな ご応 援基 金を財 源と いたし まし た事

業実 施に 当たり まし て は、そ の当 該基 金が恒 久的 な財源 では ない

こと から 、寄附 の際 に 指定さ れた 使途 に沿っ て時 限的な もの を中

心と して 有効に 活用 し ている とこ ろで ござい ます 。保育 料無 償化

につ きま しては 、財 源 確保を 含め 、国 の責任 にお いて検 討さ れる

べき もの と考え てお り まして 、国 から 具体的 な方 向性が 示さ れて

いな い現 時点に おき ま しては 、が いな よなご 応援 基金の 時限 的な

活用 を想 定する こと は 困難で はな いか と考え てい るとこ ろで ござ

います。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 国 がそ う 示され ない から 時限的 な活 用を想 定す るこ

とは 困難 という ふう に 伺って おる んで すが、 私は 、先ほ ど言 いま

した よう に、第 ３子 以 降が無 償化 なっ たとき には 独自的 に今 の本

市と して はさら なる 手 厚い補 助を して きたと いう ふうな 答弁 であ

った とい うふう に思 い ますが 、や はり 私はこ のゼ ロ歳か ら２ 歳児

の方 々の ふるさ と納 税 基金を 活用 して 、今の 無償 化を図 って いく



一つ の米 子市の 施策 で もいい んで はな いかと 理解 しとる んで すが、

その こと を時限 的に 選 択肢の 一つ だと 考える わけ です。 その 辺の

とこを伺っておきたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 時限 的な 無償 化につ いて でござ いま すが、

保育 料の 無償化 は施 策 の性質 上、 また 実際の 問題 といた しま して

も一 時的 な保育 需要 の 増減に 対応 する ため、 受皿 を増減 させ るこ

との 難し さから 一定 の 継続性 を持 って 行われ る必 要があ る施 策で

あり 、仮 に実施 する 場 合には 受皿 確保 等の体 制整 備に加 え、 恒久

的な 財源 の確保 を前 提 とする 必要 があ ると考 えて おりま す。 先ほ

ど総 務部 長が答 弁い た しまし たと おり 、現時 点で 国にお いて ３歳

児未 満の 無償化 に係 る 具体的 な見 通し がない 状況 下にお きま して

は、 がい なよな ご応 援 基金を 時限 的に 活用し て、 保育料 の無 償化

をすることは現在、想定しておりません。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 恒 久的 財 源でな いか ら、 そうい う措 置をし ない とい

う見 解な のかな と思 い ますが 、私 は恒 久的に 一番 対応し てい ただ

きた いと いうの が私 の 一つの 考え 方な んです が、 しかし なが ら、

今の 状況 等を鑑 みれ ば 、時限 的に 例え ば１か 年、 ２か年 の無 償化

をし てい くのは 一つ の 考え方 では ない かなと いう ことを 御提 言を

させ てい ただい とる ん ですけ れど も、 今のそ うい うふう な中 で、

よな ごっ こ未来 計画 に ついて ちょ っと 読みま した けれど も、 「こ

ども を生 み育て るこ と に希望 が持 て、 こども ・若 者が心 豊か にの

びの びと 成長・ 自立 で きるま ち、 よな ご」を 基本 理念と して おり

ます 。こ ども総 本部 の 設置、 こど も総 合相談 窓口 の運営 等、 大い



に私 は評 価して おり ま すけれ ども 、や はり市 民の 負担軽 減化 も求

めら れて いるの は事 実 だとい うふ うに 思いま す。 ふるさ と納 税基

金を 活用 して、 時限 的 に３歳 未満 の保 育料の 無償 化を求 めて いき

たいと思いますが、改めて見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 子 育て 世 帯への 負担 軽減 という こと につき まし ては、

我々 とい たしま して も 大変重 要な テー マであ ると 認識を して おり

ます 。こ れにつ きま し て、保 育料 の軽 減のほ か子 どもの 医療 費の

無償 化で すとか 、あ る いは出 産・ 子育 て応援 交付 金に対 する Ｊ－

Ｃｏ ｉｎ Ｐａ ｙの ポ イント 上乗 せな ど各種 取組 を行っ てお りま

して、今後もこれを取り組んでいく所存でございます。

ま た、 ３歳児 未満 の 保育料 の無 償化 に関し まし ては、 保育 士の

不足 です とか、 ある い は受皿 とし ての 課題が ある 状況下 にお きま

して は、 まずは 受皿 の 確保な どの 体制 整備が 先決 である と認 識を

して おり ます。 先ほ ど 部長が 答弁 を申 し上げ まし たとお り、 国な

どか ら恒 久的な 財源 の 具体的 な見 通し がない 現状 におき まし ては、

時限 的で ありま して も 、この ３歳 児未 満の保 育料 を無償 化す ると

いう こと は政策 的に ど うだと いう 判断 も必要 であ ります し、 現時

点に おい ては考 えて お りませ んが 、低 年齢の 子ど もの保 育に つき

まし ては 、今後 も国 に おける 検討 状況 なども 注視 しなが ら、 在宅

育児 との 兼ね合 いな ど も含め まし て、 支援の 在り 方につ いて 引き

続き考えていく必要があると考えております。

今 後に つきま して も 、妊娠 期か ら出 産・子 育て まで一 貫し て御

相談 に応 じ、そ して 様 々なニ ーズ に即 した支 援に つなぐ 伴走 型の

相談 支援 の実施 など 様 々な手 段で 子育 てをサ ポー トして 、経 済的



な支 援と 併せま して 子 どもを 産み 、育 てるこ とに 希望が 持て るよ

うなまちづくりに取り組んでまいりたいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 さ きの 国 会の中 でも いろ いろと 動き がある よう でご

ざい まし て、今 の自 民 党、公 明党 、日 本維新 の会 の合意 の中 で、

３党 合意 の中で 情報 を 得てい まし たけ れども 、ゼ ロ歳、 ２歳 児を

含む 幼児 教育・ 保育 の 支援、 さら なる 負担軽 減支 援の拡 充に つい

て、 地方 の実情 等を 踏 まえ、 令和 ８年 度から 実施 すると いう よう

な３ 党合 意がな され た と仄聞 いた して おりま す。 そうい うふ うな

状況 の中 で、国 ・県 と 連動し なが らこ の施策 を進 める必 要が ある

わけ です けれど も、 や はり本 市独 自的 な施策 展開 も私は あっ ても

しか るべ きでは ない か という ふう に思 います 。と いいま すの が、

やは り若 い世代 とお 話 しする 機会 が相 当あり ます 。安心 して なか

なか 暮ら してい けな い 、生活 に追 われ て、日 々苦 難が続 いて おり

ます とい うよう なお 声 もいた だき ます 。そう いう ふうな 観点 から

いけ ば、 先ほど 市長 か ら答弁 があ った ように 、Ｊ －Ｃｏ ｉｎ の制

度と かギ フト券 の対 応 とか、 そう いう ふうな 物価 高騰対 策も 施策

展開 され ておら れま す けれど も、 やは り視点 を変 えれば 、直 接負

担の 軽減 化を図 って い くとい うよ うな 観点も 私は 持ち合 わせ てい

かな けれ ばなら ない の ではな いか なと いうふ うに 思って おり ます。

特に この 子育て 世代 と いうの は若 者世 代で、 やは り、先 ほど も申

しま した ように 、日 々 の暮ら しに 困窮 をなし てお るよう な状 況下

も推 察す るとこ ろで ご ざいま す。 この ような 、令 和８年 度か らそ

うい うふ うな国 の動 き がある よう です けども 、独 自的な 米子 市の

判断 もあ っても しか る べきで はな いか という ふう に私は 思う とこ



ろで ござ いまし て、 ３ 歳未満 の無 償化 につい ては ぜひと も前 向き

に検討していただきたいというふうに思います。

以上で私の質問終わります。ありがとうございました。


